
（３）　　第２３６号 か ま く ら 議 会 だ よ り 平成29年２月１日

建設常任委員会
観光厚生常任委員会

教育こどもみらい常任委員会
総務常任委員会

12月16日開催　
審査した内容（議案４件、陳情１件、報告事項等５件）

12月19日開催　
審査した内容（議案４件、陳情４件、報告事項11件）

12月20日、21日開催　
審査した内容（議案12件、陳情14件、報告事項等８件）

12月15日開催　
審査した内容（議案５件、議会議案１件、陳情１件、報告事項11件）

陳情第44号　産後ケア事業に対する補助金についての陳情
　本陳情は、本市の産後ケア事業に、無料クーポン券等の補助制度を導
入すること、また、制度については、出産後４カ月未満の子育て中の全
ての女性を対象とすることを求めるものです。
　他自治体の状況としては、国が平成27年度から進めている「地域子ど
も・子育て事業」の一つである産後ケア事業については、事業を開始す
る自治体が増えてきており、県内では横浜市、川崎市、横須賀市で、対
象者に対する支援を実施しているとのことです。
　また本市の状況としては、現在、市内の二つの産科医療機関で産後ケ
アが実施されているものの、利用料の全額が自己負担となっており、少
子化や核家族化による育児力の低下など、支援が必要な女性が年々増加
傾向にあることから、先行事例等を踏まえ、平成29年度から始まる市の
第３期基本計画後期実施計画の中で実現できるよう検討していきたいと
のことでした。
　委員会では、「質疑を通じ、今後、行政計画において産後ケアに対す
る支援充実を図っていくという市の方向性が確認できた」「実施に当た
り、まずは対象となる子育て中の女性のニーズをしっかりと把握した上
で進める必要があり、実施中のサービスの充実を含め、手厚い支援を行っ
ていくべき」との意見が出され、総員により採択されました。

報告事項　北鎌倉隧道の安全対策について
　北鎌倉隧道の安全対策などについて、次のとおり報告を受けました。
　平成28年７月に開催された文化財専門委員会の意見を受け止め、土木
と文化財の専門家から構成する検討委員会が発足され、尾根の文化財的
価値とトンネルの通行の安全が両立できる方策（工法）の検討を開始し、
11月に開催された第１回検討委員会では、仮設隧道の整備について、隧
道は削らずにライナープレートを既存隧道内および隧道の鎌倉側に設置
し、両坑口を土のうで補強する案が了承され、この案を文化庁に報告し
了解が得られたとのことです。今後は、検討委員会で保全方針を踏まえ
た安全対策の方策（工法）を今年度末までに検討の上、まとめる予定で
あるとのことです。
　なお、隧道は地元住民の生活道路や通学路などに利用されていますが、
隧道の通行禁止後、大船高校の生徒の朝の通学のために開設しているＪ
Ｒ北鎌倉駅下り線大船側の臨時改札口を、一般にも利用できるよう、Ｊ
Ｒと協議を重ね、北鎌倉隧道の安全対策工事が完了するまでの間、仮改
札口として開設する協定を締結するための補正予算を12月定例会に提案
したとのことです。
　委員会では総員により了承されました。

報告事項　鎌倉市中学校給食基本方針の策定について
　平成29年11月から開始する中学校給食を着実に実施するため、教育委
員会が策定した「鎌倉市立中学校給食基本方針」（以下、基本方針）に
ついて、報告を受けました。
　基本方針では、地産地消、季節の行事や郷土料理などを取り入れ、市
の栄養士が献立を作成すること、民間の調理施設で調理した給食をラン
チボックスに盛り付けて各中学校へ配送するデリバリー方式で実施する
こと、食物アレルギー対応については、ランチボックスを通常献立のも
のとは異なる色のものを使用するなど、誤配・誤食の事故が起こること
のない安全性を最優先にした運用に努めていくことなどが定められてい
るとのことです。
　委員会では総員により了承されました。

中学校給食サンプル献立
米飯を中心とした主食とおかず３～４品
毎日みそ汁やスープなどの汁物が付きま
す。汁物とご飯の容器は、専用の保温コ
ンテナで配送され、温かい状態で配膳さ
れます。

報告事項　防災対策の取組状況について
　防災対策の取組状況については、担当課から逐次状況報告を受けてい
ますが、平成28年９月定例会以降、特に重点的に取り組みを進めている
事案について報告を受けました。
　災害情報の収集・提供の充実については、気象情報等の自動配信機能
に市のTwitter、Facebookへの連携機能を追加することが可能となり、
平成29年１月から運用を開始するとのことです。
　避難行動要支援者対策については、自治・町内会等へ提供する避難行
動要支援者名簿の作成が完了し、11月下旬から本格的に提供を開始して
いるとのことです。
　関係団体等との災害協定締結については、平成28年６月定例会で陳情
が採択されたことを受け、11月１日に災害時における段ボールベッド等
の供給協定を取扱業者で構成される「東日本段ボール工業組合」と締結
し、災害時には段ボール製簡易ベッド、段ボール製シート、段ボール製
間仕切り等の供給ルートが確保されることになったとのことです。
 また、津波対策として、由比ガ浜のＮＴＴ鎌倉ビルを32箇所目の津波
避難施設として指定を行ったこと、そのほかに、各種訓練等の実施結果
と今後の予定について、および崖地対策の推進について関係課との課題
の共有と対応策の検討を開始したとのことです。
　委員会では総員により了承されました。
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